
2026講座の概要

［参加検討の皆様へ］

株式会社Ｄ・リレーションズ
－技術で繋がり、共に創る未来への可能性－

◇血液形態分野 ◇微生物・感染症分野 ◇生理機能検査分野

URL : https://www.d-relations.com検 索Ｄリレーションズ

申込み①：D･リレーションズH.Pから申し込み願います。

※詳しくは、講座情報にてご確認ください。

2026年3月1日から申し込み開始しています。

定員に達した時点で受け付けは終了します。

参加費用

申込み方法・期間

血液形態分野
– 講座のご案内 –

検査技術者サポート プログラム（INFORMATION：2026.3）

本講座への参加を検討くださり有難うございます。

申込み②：下記ダイレクトQRコードからも申込み可能です。

講座途中からの申込みも可能です。

血液形態検査に必要な総合力を養う実践講座「スタンダードプログラム」と、細胞鑑

別力の向上に特化した「細胞鑑別専門講座」を年間を通じて開講します。
オンデマンド配信にも対応し、日常業務やご自身のスケジュールに合わせて無理なく学べ

る環境を整えています。現場で活きる知識と判断力を、体系的かつ実践的に身につけて

いただけるプログラムです。

●申し込みと連動して支払い手続きが可能です。
※カード決済 / コンビニ決済 / 銀行振り込みから選択できます。

※領収書・受講証明書の発行が可能です。

各講座の参加費用は、ホームページ・講座情報にてご確認ください

講座情報・申し込みダイレクト

講座の詳細は
こちらから

Start

2026年

４月

2026年度

講座紹介動画はこちらから
▼

スタンダードプログラム

オンデマンド対応。自分のペースで無理なく学べる

2025年度は多くの皆様にご参加いただき、心より御礼申し上げます。

皆様から寄せられたご意見や現場の声は、2026年度講座の内容を見

直すうえで大きな力となりました。

新年度は、血液形態検査に必要な知識・技術・判断力をより実践

的に学べる内容へと再構成しています。本講座が、日々の検査業務に

自信と手応えをもたらし、患者さんへのより良い医療に貢献する一助と

なれば幸いです。

引き続き、共に学びを深めてまいりましょう。

2026年度講座は、

2025年受講者の皆様から寄せられた現場の声を反映して生まれた、

新しい血液形態教育プログラムです。

第一線の講師陣による実務に根ざした解説

Q＆A、相談会などを通じた双方向型の学習環境

2026年度講座の概要は、QRコードから確認できます。

血液形態検査に必要な知識・技術・判断力を体系的に身につけるプログラム。

基礎工程の整理から形態理解、症例による実践、臨床との統合まで、

4つのStageを通じて現場で活きる力を段階的に高めていきます。

年間受講に加え、各Stage単位での受講も選択いただけます。

【実践スタンダードプログラム】

【細胞鑑別専門講座】

細胞鑑別力の向上に特化した専門プログラムです。末梢血と骨髄の2コースを

設置し、各Part3期・全6回のライブ講座で段階的に鑑別力を強化。録画配

信や質疑フォローを通じて、継続的に判断力を磨ける設計です。

●末梢血
末梢血細胞の鑑別力を高める専門講座です。白血球類似細胞の境界例、

赤血球・血小板形態異常、異常細胞鑑別を段階的に整理し理解を深めます。

●骨髄
骨髄像の細胞鑑別力を高める専門講座です。類似細胞の比較整理、異常細

胞と反応性変化の見極め、骨髄系・リンパ系腫瘍の鑑別を体系的に学びます。

●自信を持って報告できる力 ●医療・患者さんに、より貢献できる判断力

細胞鑑別専門講座



検査技術者サポート プログラム（INFORMATION：2026.3）

年間4つのStageで構成され、各Stageは5～6回のカリキュラムを通して、現場で実践できる知識・
技術・判断力の習得を目指します。
受講は、**全Stageを対象とした「年間オール・パス」**と、Stageごとの申込みのいずれにも対応
しています。

【実践スタンダードプログラム】

- 基盤整備から応用・統合判断まで体系的に学べる実践プログラム -

Stage1 基盤整備（4-7月：6回） – 採血・工程管理・鏡検の総ざらい –

血液形態検査の土台を“実務目線”で整えるステージです。標本作製、染色、鏡検環境、
観察手順など日常業務の工程を見直し、再現性のある検査の基盤を整えます。

Stage2 細胞理解（7-9月：5回） - 正常像から反応性変化までを整理する
-血球細胞の基本形態を整理し、正常変動や反応性変化の理解を深めます。
細胞を構造的に捉える視点を身につけ、鑑別の基盤を強化します。

Stage3 実践応用（10-12月：6回） - 疾患を想定した判断力を鍛える -

異常細胞の特徴や鑑別の考え方を整理し、症例を想定した判断力を養います。
血液疾患の理解と細胞鑑別の実践力を高めます。

血液形態を基盤に、体腔液・髄液など関連検査も含めて整理し、
検査結果を総合的に捉える視点を身につけます。

Stage4 統合判断（1-3月：6回）
-血液形態を軸に検査を横断的に理解する –

※各Stageの詳細カリキュラム・日程等は、ホームページ／申込みページにてご確認ください。

（8-9月） （12-1月）

（10-11月） （2-3月）

（4-5月）

（6-7月）

各分野ともPart1～Part3の3つのPartで構成され、各Partは2回の講座を通して細胞鑑別に特化した講義・解説を行います。
各Partでは、細胞の種類や疾患、鑑別テーマを設定し、迷いやすい類似細胞の比較や異常細胞の特徴を整理。症例画像も交えながら、
現場で求められる判断の視点を実務に即して解説します。
（各講座で取り上げる細胞・症例・テーマなどは、ホームページ/申込みページにてご確認ください）

末梢血講座と骨髄講座は受講しやすいよう開催月を分けて実施しています。

●年間を通した申込み、またはStage・Part単位でのお申し込みが可能です。
【細胞鑑別専門講座】

- 末梢血 –

- 骨髄 –

- 国内オピニオンリーダーが集う学びのプラットフォーム –

●録画配信や質疑フォローを充実させ、途中申込みでも無理なく学習を継続できる設計です。

D・リレーションズ（Dリレ)には、各分野で活躍する経験豊富な専門講師が集っています。
現場で培われた知見をもとに、検査・判断のポイントを実務の視点から丁寧に解説します。

講義だけで終わらないフォロー体制で、日常業務の疑問や判断の迷いにも対応します。
Dリレは、全国の医療現場をつなぐ学びの場として、受講者の皆様の実践力向上を支援します。

末梢血および骨髄細胞の鑑別力を強化する専門講座です。
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